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概要：

建物内部で火災が発生したときに、建物内部にいる人が素早く安全に避難することができるかどうかは、大変重要な問題であり、既に数多くの社会シミュレーションが行われてきている。しかし、日本のように狭い国土で限られた敷地面積において、どのようなレイアウトで通路が配置されていればより効率的に避難誘導が可能かについては調べられていない。そこで本研究では床面積と通路の面積の比率を変えることなく、通路の配置を変えることでこの問題に取り組む。







デパートのフロアのモデル。黒い部分が通路、白い部分が店舗を示す。両方のモデルとも、フロア全体の床面積に占める通路の面積は2割に設定してある。左のフロアはフラクタル・フロアを採用した場合。左下部分から出火を想定したシミュレーション実験では、フラクタル・フロアのほうが来客者に対する被害が少なかった。
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